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               審   査   の   要   旨 
 
著者は多剤抵抗性タイヌビエのキンクロラックへの抵抗性機構を詳細に解析し、これまで考えられて
きたHCN解毒酵素であるβ-シアノアラニン合成酵素は抵抗性に関与せず、エチレン生産量の低下が抵抗
性と関係することを示すとともに、これに加えてP450による除草剤の代謝能向上が、エチレン生成の低
減に関与する可能性を示唆するに至っている。著者の研究は20年以上解明されてこなかった雑草のキン
クロラック抵抗性機構を明らかにしており、この成果は雑草における除草剤抵抗性出現機構の理解を深
めるとともに、将来の除草剤管理にも有効利用されると考えられる。一方、キンクロラック代謝におけ
るP450の役割についてはさらなる研究が必要である。P450は様々な除草剤を代謝することができること
から、代謝機構をより理解することで将来P450の利用も可能になると思われ、その端緒となる研究とし
ても評価される。 
令和元年11月18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
